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第１節 適応策の考え方 

持続可能な脱炭素社会の実現に向けて、中長期的な視点から総合的かつ計画的な地球温暖化対策の

推進が必要であり、圏域においても、本計画第 6 章に定めているとおり、再生可能エネルギーの利用

や省エネルギーの促進などの温室効果ガスの排出を抑制する「緩和策」に取り組むこととします。 

しかし、今後、この「緩和策」を最大限行ったとしても、気温上昇に伴う気候変動の影響のリスク

（例：海面上昇による高潮、豪雨による洪水や土砂災害、高温による熱中症など）は、高くなっていく

と予想されており、こういった気候変動の影響に対処するため、温室効果ガスの排出を抑制する「緩和

策」だけでなく、既に現れている影響や中長期的に避けられない影響に対する取組みである「適応策」

を進めることが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気候変動の影響の内容や規模及びそれに

対する脆弱性は、影響を受ける側の気候条件、

地理的条件、社会経済条件などの地域特性に

よって大きく異なり、早急に対応を要する分

野なども地域特性により異なります。したが

って、その影響に対して講じられる「適応策」

は、地域の特性を踏まえるとともに、地域の

現場において主体的に検討し、取り組むこと

が重要となります。こうしたことから、住民

生活に関連の深い様々な施策を実施している

地方公共団体において、「適応策」の策定及び

実施が求められています。 

 

 出典 気候変動適応情報プラットフォーム 

出典 気候変動適応情報プラットフォーム 

図 「気候変動」緩和と適応 

図 気候変動適応俯瞰マップ 
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第２節  圏域における気候の長期変化 

1 気温の長期変化※ 

県内 6 か所（厳原、長崎、平戸、佐世保、雲仙岳、福江）の年平均気温の長期変化傾向に関して、

全ての地点の年及び各季節で有意な上昇傾向を示しています。 

圏域における年平均気温は、100 年あたり 1.50℃の割合で昇温しており、日本の年平均気温の上

昇（1.28℃/100 年）割合よりも大きくなっています（気象庁、2022（令和 4）年）。 

特に冬の気温の変化に関しては、ほかの季節と比べ最も変化傾向が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値は 100 年あたりの変化傾向（℃）を表す（観測期間が 100 年に満たない場合は＊を付している)。

黄色の項目は、変化傾向が信頼度水準 95％で有意であることを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計期間は 1879（明治 12）～2021（令和 3） 年。 

細線（黒）：年々の値、太線（青）：5 年移動平均、直線（赤）：長期変化傾向（有意な長期変化傾向がある

場合のみ表示）。気温データは観測所移転の影響を補正しており、公表された観測値と値が異なる場合があ

る。 

 

 ※市町ごとの影響を把握することが困難であるため、「九州・山口県の気候変動監視レポート 2021」

の「長崎」の数値を圏域の数値として代用しています。 

表 平均気温の長期変化傾向（厳原、長崎、平戸、佐世保、雲仙岳、福江） 

出典 九州・山口県の気候変動監視レポート 2021 

図 圏域の年平均気温長期変化傾向 

出典 九州・山口県の気候変動監視レポート 2021 



第 7 章 

 

- 94 - 
 

 降水量 

  圏域の降水量の 5 年移動平均をみると、1950 年代がピークとなっています。 

季節ごとで比較すると、特に、春に有意な減少傾向が見られています。 

年最大日降水量の経年変化に関しては、有意な長期変化傾向は見られませんが、1980 年代に比較

的多い時期が集中しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
数値は 100 年あたりの変化傾向（mm）を表す（観測期間が 100 年に満たない 

場合は＊を付している)。黄色の項目は、変化傾向が信頼度水準 95％で有意であることを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物季節現象 

  圏域の植物季節現象の経年変化としては、さくら開花日は、10 年間あたり 0.9 日早く、いちょう

の黄葉日、かえでの紅葉日は 10 年間あたりそれぞれ 4.6 日、6.5 日遅くなっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 年降水量の経年変化 
出典：九州・山口県の気候変動監視レポート 2021 

図 降水量の長期変化傾向（厳原、長崎、平戸、佐世保、雲仙岳、福江） 
出典：九州・山口県の気候変動監視レポート 2021 

プラス（マイナス）は遅い（早い）を示す。 

黄色の項目は、変化傾向が有意（信頼度水準 95％） であることを示す。 

図 長崎市の植物季節現象の長期変化傾向 
出典：九州・山口県の気候変動監視レポート 2021 
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2 圏域における大規模災害のリスク 

  近年、気候変動に伴う災害が世界中で頻繁に発生するようになり、圏域においても毎年、台風や

集中豪雨などの災害のリスクに晒されています。下段には、圏域で発生した災害の一例を示してい

ます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■時津町■ 

「令和 2 年 7 月豪雨」では、7 月 6 日から 8 日にかけて梅

雨前線が九州付近に停滞し、前線に向かって暖かく湿った空気

が流れ込み、九州北部地方では大気の状態が不安定になり記録

的な大雨となったところがありました。これにより、時津町で

も、連続雨量 431.5mm（7/5～7/7）、 最大２４時間雨量 

263.0mm（7/6～7/7）、最大時間雨量 53.0mm（7/6）

（観測地点：時津町役場雨量計）が記録され、町内各所でがけ

崩れなどの被害が発生しました。 

 

写真：令和 2 年 7 月豪雨で発生した 

がけ崩れ（時津町） 

■長崎市■ 

2020（令和 2）年 9 月に南西諸島及び九州に接近した台

風第 10 号は、過去最強クラスの勢力とされ、気象庁などから

早い段階で、早期の避難行動を促すよう注意喚起がなされまし

た。 

長崎市野母崎では、観測史上 1 位となる最大瞬間風速 59.4

メートルの記録的な暴風となりました。この台風により市内で

は、倒木や停電、屋根や窓ガラスの破損など、多くの被害が発

生しました。 

写真：令和 2 年 9 月台風第 10 号による 

被害（長崎市） 

■長与町■ 

長与町では近年において、2018（平成 30）年 7 月、2020

（令和 2）年 7 月、2021（令和 3）年 8 月など、立て続け

に豪雨災害に見舞われており、特に 2021（令和 3）年 8 月

豪雨では、連続雨量 628mm（8/11～8/15 長与町役場雨

量局）を記録し、町内でもがけ崩れなどの被害が発生しました。 

写真：令和 3 年 8 月豪雨で発生した 

がけ崩れ（長与町） 

圏域で発生した災害 
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●平成 29 年九州北部豪雨 

 2017（平成 29）年 7 月 5 日から 6 日にかけ、対馬海峡付近に停滞した梅雨前線に向かって

暖かく非常に湿った空気が流れ込んだ影響等により、同じ場所に猛烈な雨を継続して降らせたこ

とから、九州北部地方で記録的な大雨となりました。 

 福岡県朝倉市や大分県日田市などでは、24 時間降

水量の値が観測史上 1 位の値を更新するなど、これ

までの観測記録を更新する大雨となりました。 

 この記録的な大雨により、福岡県、大分県の両県

では、死者 37 名、行方不明者 4 名の人的被害の他、

多くの家屋の全半壊や床上浸水など、甚大な被害が

発生しました。加えて、水道、電気などのライフラ

インの他、道路や鉄道、地域の基幹産業である農林

業にも甚大な被害が生じました。また、発災 直後に

は 2,000 名を超える方々が避難生活を送ることに

なりました。 

 

●令和 2 年 7 月豪雨 

  2020（令和 2）年 7 月 3 日から 7 月 31 日にかけて、日本付近に停滞した前線の影響で、暖かく

湿った空気が継続して流れ込み、各地で大雨となり人的被害や物的被害が発生しました。特に九州で

は 4 日から 7 日は記録的な大雨となり、気象庁は、熊本県、鹿児島県、福岡県、佐賀県、長崎県、岐

阜県、長野県の 7 県に大雨特別警報を発表し、最大級の警戒を呼びかけました。 

 この大雨により、球磨川や筑後川、飛騨川、江の川、最上川といった大河川での氾濫が相次いだほか、

土砂災害、低地の浸水等により、人的被害や物的被害が多く発生しました。また、西日本から東日本の

広い範囲で大気の状態が非常に不安定となり、埼玉県三郷市で竜巻が発生したほか、各地で突風による

被害が発生しました。 

 

写真 家屋被害と流木（福岡県朝倉市） 

（出典 内閣府「防災情報のページ」） 

写真 球磨川  写真 八代町（坂本コミュニティセンター）  

出典 国道交通省 九州地方整備局 八代河川国道事務所ホームページ 
URL https://kumariver-r0207archive.jp/ 
 

近隣自治体で発生した災害 
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第３節 適応策（影響と対策）  



第 7 章 

 

- 98 - 
 

 
 

 

 

 



第 7 章 

 

- 99 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 浦上ダム曝気状況（長崎市） 
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条件付特定外来生物（アカミミガメ） 条件付特定外来生物（アメリカザリガニ） 



第 7 章 

 

- 101 - 
 

 

  



第 7 章 

 

- 102 - 
 

 


